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1本マニュアルについて 

1.1 マニュアル内容 

本マニュアルは、ユーザーが Gowin SPI Master&Slave IPを使いこなせ

るよう、その機能、信号の定義、動作原理、GUIでの呼び出しについて説

明しています。 

1.2 関連ドキュメント 

GOWINセミコンダクターの公式Webサイト www.gowinsemi.com/jaか

ら、以下の関連ドキュメントがダウンロード、参考できます： 

 GW1Nシリーズ FPGA製品データシート（DS100） 

 GW1NSシリーズ FPGA製品データシート(DS821) 

 GW1NRシリーズ FPGA製品データシート(DS117) 

 GW1NSRシリーズ FPGA製品データシート(DS861) 

 GW1NZシリーズ FPGA製品データシート(DS841) 

 GW2Aシリーズ FPGA製品データシート（DS102） 

 GW2ARシリーズ FPGA製品データシート(DS226) 

 Gowinソフトウェア ユーザーガイド（SUG100） 

1.3 用語、略語 

本マニュアルで使用される用語、略語、及びその意味を表 1-1に示しま

す。 

表 1-1用語、略語 

用語、略語 正式名称 意味 

FPGA Field Programmable Gate Array 

フィールド・プログ

ラマブル・ゲート・

アレイ 

SRAM Static Random Access Memory スタティックRAM 

SPI Serial Peripheral Interface シリアル・ペリフェ

https://www.gowinsemi.com/ja
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS100J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS821J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS117J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS861J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS841J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS102J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS226J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/SUG100J.pdf
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用語、略語 正式名称 意味 

ラル・インターフェ

ース 

1.4 テクニカル・サポートとフィードバック 

GOWINセミコンダクターは、包括的な技術サポートをご提供していま

す。使用に関するご質問、ご意見については、直接弊社までお問い合わせ

ください。 

Webサイト：www.gowinsemi.com/ja 

E-mail：support@gowinsemi.com 

 

https://www.gowinsemi.com/ja
mailto:support@gowinsemi.com
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2機能の紹介 

2.1 概要 

同期式の高速全二重データ通信バスとして、SPI（Serial Peripheral 

Interface、シリアル・ペリフェラル・インターフェース）バスは、MCUと

さまざまな周辺機器間のシリアル通信とデータ交換を可能にしています。

4本の信号線のみを使用するため、ピン数が減少され、PCBのレイアウト

上のスペースを節約します。その使いやすさにより、SPIバスは多くのチ

ップに統合されています。Gowin SPI Master IPは、同期 SRAMインター

フェースを備えた SPI Masterコントローラです。 

Gowin SPI Slaveリファレンスデザインは、SPIバスプロトコルに準拠

し、送受信機能を備えており、SPIマスターとの通信機能を検証するため

に使用できます。 

2.2 特徴 

2.2.1 Gowin SPI Master IP 

 全二重同期シリアルデータ転送。 

 マスターモードとスレーブモードをサポート。 

 SPIの動作状態に応じて割り込み信号を生成。 

 SPIによって生成されるシリアルクロック周波数は構成可能。 

 クロックの極性と位相は構成可能。 

 データ受信レジスタとデータ送信レジスタは、8〜32ビット幅に構成

可能。 

 最下位または最上位ビットを優先的に転送可能。 

2.2.2 Gowin SPI Slave 

 全二重同期シリアルデータ転送。 

 クロックの極性と位相は構成可能。 

 最下位または最上位ビットを優先的に転送可能。 
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 データ受信レジスタとデータ送信レジスタは、8〜32ビット幅に構成

可能。 
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3動作原理 

3.1 ブロック図 

図 3-1に示す通りです。メインコントローラは命令またはデータを同期

SRAMインターフェースを介して SPI Master IPに送信します。その後 SPI 

Master IPは SPIを介して SPI Slaveに送信するか、または SPI Slaveのデ

ータは同期 SRAMインターフェースを介してメインコントローラにアッ

プロードします。 

図 3-1ブロック図 

Main 

Controller SPI Master

SRAM

Interface SPI
SPI Slave

 

3.2 Gowin SPI Master IPレジスタ 

Gowin SPI Master IPには、計 5つのレジスタがあります： 

 受信レジスタ 

 送信レジスタ 

 ステータスレジスタ 

 制御レジスタ 

 スレーブ選択フラグレジスタ 



3動作原理 3.2 Gowin SPI Master IPレジスタ 

 

IPUG510-1.5J 6(18) 

 

表 3-1 Gowin SPI Master IPレジスタ 

レジスタ名 
レジスタの

アドレス 

デフォルト

のビット幅 
タイプ 説明 

受信レジスタ 0x00 8 
読み出し

専用 
受信レジスタ 

送信レジスタ 0x01 8 

書き込み

/読み出

し 

送信レジスタ 

ステータスレジス

タ 
0x02 8 

読み出し

専用 
ステータスレジスタ 

制御レジスタ 0x03 8 

書き込み

/読み出

し 

制御レジスタ 

スレーブ選択フラ

グレジスタ 
0x04 8 

書き込み

/読み出

し 

スレーブ選択フラグレ

ジスタ 

3.2.1 受信レジスタ 

データ受信パスでは、SPIバスからの MISOデータが受信シフトレジス

タに送信され、受信シフトレジスタがいっぱいになると、データが受信レ

ジスタに送信されるとともに、RRDY（receive ready）信号がセットされ

ます。受信レジスタのデータは、同期 SRAMインターフェースを介して読

み出すことができます。受信レジスタが読み出されると、RRDY信号が 0

にリセットされます。RRDY信号が 1の場合、新しいデータが受信レジス

タに送信され、受信レジスタのデータが新しいデータで上書きされるよう

になり、ROE（receive overrun error）信号は 1にセットされます。 

表 3-2受信レジスタ 

N-1  0 

 reg_rxdata(DN-1 - D0)  

  

表 3-3受信レジスタ 

ビット数 名称 タイプ 説明 備考 

(N-1) - 0 
reg_rxdata 

(DN-1 - D0) 
読み出し専用 

Nは、8、16、

または 32。 
- 

3.2.2 送信レジスタ 

データ送信パスでは、同期 SRAMインターフェースからのデータが送信

レジスタに転送されます。データを送信レジスタに書き込むと、ステータ

スレジスタの TRDY（transmit ready）ビットがリセットされます。この時

点でバス上でデータが送信されていない場合、送信レジスタ内のデータは

送信シフトレジスタに転送され、TRDYは 1にセットされます。TRDYが

0の場合、新しいデータが送信レジスタに送信されることを示し、この時
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は TOE（transmit overrun error）を 1にセットします。 

表 3-4送信レジスタ 

N-1  0 

 Reg_txdata(DN-1 - D0)  

表 3-5送信レジスタ 

ビット数 名称 タイプ 説明 備考 

(N-1) - 0 
Reg_txdata 

(DN-1 - D0) 

書き込み/読み

出し 

N は、8、16、または

32。 
- 

 

3.2.3 ステータスレジスタ 

同期 SRAMインターフェース SPIには、割り込み信号をトリガおよびク

リアするために使用されるステータスレジスタと制御レジスタが含まれて

います。 

ステータスレジスタは、同期 SRAMインターフェース SPIの動作ステー

タスを確認するために使用され、主にデータの受信または送信オーバーラ

ン、データシフトレジスタが空かどうか、および送信と受信の準備ができ

ているかどうかを示します。 

表 3-6ステータスレジスタ 

31          8 7 6 5 4 3 2 1:0 

 E RRDY TRDY TMT TOE ROE 
Reserv
ed 
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表 3-7ステータスレジスタ 

ビ ッ ト 名 (Bit 

Name) 

ビ ッ ト

番号 
説明 備考 

Reserved 1:0 Reserved - 

ROE 2 

Receive Overrun Error 

1：error。データ受信のオーバーラン、つま

り、受信レジスタの読み出し時にデータの書

き込まれること。ROEが発生するときに、

このビットに「1」を 1回書き込むと、ROE

クリアおよび IROE割り込みクリア操作が 1

回実行されます。 

- 

TOE 3 

Transmit Overrun Error 

1：error。データ送信のオーバーラン、つま

り、送信レジスタ内のデータが送信シフトレ

ジスタに転送されるとき、新しいデータが送

信レジスタに転送されること。TOEが発生す

るときに、このビットに「1」を 1回書き込

むと、TOEクリアおよび ITOE割り込みクリ

ア操作が 1回実行されます。 

- 

TMT 4 
1：empty。つまり、送信シフトレジスタが空

であること。 
- 

TRDY 5 
1：送信レジスタは、データを送信する準備

ができています。 
- 

RRDY 6 
1：受信レジスタは、データを受信する準備

ができています。 
- 

E 7 
1：error。ROE および TOE の OR 演算の結

果です。 
- 

3.2.4 制御レジスタ 

同期 SRAMインターフェース SPI制御レジスタは、主に割り込みイネー

ブル信号を設定するために使用されます。Gowin SPI Master IPインターフ

ェースの割り込み出力信号 O_SPI_INTは、次の IROE、ITOE、ITRDY、

および IRRDYビットの論理または処理によって生成されます。 

表 3-8制御レジスタ 

31   8 7 6 5 4 3 2 1 0 

 SSO 
Reserv
ed 

IE IRRDY ITRDY 
Reserv
ed 

ITOE IROE 

 

表 3-9制御レジスタ 

ビ ッ ト 名 (Bit 

Name) 

ビ ッ

ト 番

号 

説明 備考 
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ビ ッ ト 名 (Bit 

Name) 

ビ ッ

ト 番

号 

説明 備考 

IROE 0 

ROE割り込み要求をイネーブルするか 

1：イネーブル 

0：ディセーブル 

- 

ITOE 1 

TOE割り込み要求をイネーブルするか 

1：イネーブル 

0：ディセーブル 

- 

Reserved 2 Reserved - 

ITRDY 3 

TRDY割り込み要求をイネーブルするか 

1：イネーブル 

0：ディセーブル 

ユーザーが送信レジスタにデータを1回書き込

むと、ITRDY割り込みは1回自動的にクリアされ

ます。 

- 

IRRDY 4 

RRDY割り込み要求をイネーブルするか 

1：イネーブル 

0：ディセーブル 

ユーザーが受信レジスタからデータを1回読み

出すと、IRRDY割り込みは1回自動的にクリア

されます。 

- 

IE 5 
割り込み要求をイネーブルするか(TOEまたは

ROEの場合のみ) 
- 

Reserved 6 Reserved - 

SSO 7 

マスターモードでは、スレーブを選択するため

に使用されます。1にセットすると、reg_ssmask

が反転された後のデータがSS_N_MASTERに

割り当てられ、それによって選択されるスレー

ブが決定されます。 

- 

3.2.5 スレーブ選択フラグレジスタ 

マスターモードでは、スレーブを選択してデータを送信するために使用

されます。スレーブ選択フラグレジスタには、各 SS_N出力に対応するデ

ータビットがあります。スレーブ選択フラグレジスタの特定のビットをセ

ットすると、対応する SS_Nがアクティブ Lowになります。たとえば、ス

レーブ選択フラグレジスタのバイナリデータが 00000001の場合、SS_1

は有効であり、マスターは SS_1に対応するスレーブと通信します。さら

に、同期 SRAMインターフェース SPIでは、複数のスレーブ選択信号を同

時にアサートできますが、MISOバスでのコンテンションを避けるように

注意する必要があります。 

スレーブモードでは、同期 SRAMインターフェース SPIはそれ自体でデ

ータ転送を開始できず、SS_N入力が Lowの場合にのみデータ転送が可能

です。 
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表 3-10スレーブ選択フラグレジスタ 

31                              N N-1                             0 

Reserved Slave Select 

表 3-11スレーブ選択フラグレジスタ 

ビ ッ ト 名 (Bit 

Name) 

ビッ ト番

号 
説明 備考 

Slave Select [N-1] - 0 アクティブ Low、Nはデフォルトで≦8 - 

Reserved 31 - N Reserved - 

 

3.2.6  SRAM Interfaceのタイミング図 

SPI Master IPは、同期 SRAMインターフェースを介してメインコント

ローラから命令またはデータを受信でき、メインコントローラにデータを

返すこともできます。 

メインコントローラが同期 SRAMインターフェースを介して書き込む

必要がある場合、少なくとも 1つの I_CLKクロックサイクルで I_TX_EN

信号を Highにプルアップしてから、I_WADDR信号と I_WDATA信号を入

力する必要があります。これにより、1つの I_CLKクロックで 1つの有効

アドレスにデータを 1回書き込むことができます。 

メインコントローラが同期 SRAMインターフェースを介して読み出す

必要がある場合、少なくとも 1つの I_CLKクロックサイクルで I_RX_EN

信号を Highにプルアップしてから、I_RADDR信号を入力する必要があり

ます。インターフェースがある I_CLKクロックの立ち上がりエッジで読み

出し要求を検出すると、少なくとももう 1サイクル待機した後、対応する

データを返します。1つの I_CLKクロックで 1つの有効アドレスからデー

タを 1回読み出すことができます。 

SPI Master IP同期 SRAMインターフェースの書き込み/読み出しのタイ

ミングを図 3-2に示します。 

図 3-2 SRAM Interfaceのタイミング 

 

 1  2  3  4  5  6  7  8  9  10  11  12  13 

wr_data

wr_addr

don't care

don't caredon't care

don't care

don't care don't care

rd_addr

8'h00 rd_data

TimeGen

I_CLK

I_RESETN

I_TX_EN

I_WADDR[2:0]

I_WDATA[Data Length-1:0]

I_RX_EN

I_RADDR[2:0]

O_RDATA[Data Length-1:0]
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3.3 Gowin SPI Slaveの実装 
図 3-3 SPI Slaveの実装のダイアグラム 

SS

SCLK

MOSI

SPI Slave Top

MISO

Receive Shift Register Send Shift Register

SPI Slave

 
 

SPI Slaveリファレンスデザインには、主にデータ受信モジュールとデ

ータ送信モジュールが含まれます。 

1. 受信データ 

MOSIデータは、SCLKクロックの動作によってビットごとに受信シフ

トレジスタに送信されます。構成されたパラメータ SHIFT_DIRECTIONに

従って、シフトレジスタ内のデータが MSB-> LSBまたは LSB-> MSBかど

うかが決定されます;受信シフトレジスタのビット幅は、構成されたパラメ

ータ DATA_LENGTHによって決定されます。 

2. 送信データ 

SCLKクロックの動作によって、送信シフトレジスタ内のデータはビッ

トごとに MISOに送信されます。構成されたパラメータ

SHIFT_DIRECTIONに従って、送信順が MSB-> LSBまたは LSB-> MSB

かどうかが決定されます;送信シフトレジスタのビット幅は、構成されたパ

ラメータ DATA_LENGTHによって決定されます。送信（受信）ビット数

が設定された DATA_LENGTHに達すると、受信シフトレジスタ内のデー

タが送信シフトレジスタに転送され、それによりマスターとスレーブ間の

データ交換が実現されます。 
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4信号の定義 

4.1 Gowin SPI Master IP 

4.1.1 SRAMインターフェース側の信号 

表 4-1 SRAMインターフェース側の信号 

番号 信号名 方向 説明 備考 

1 I_CLK I 

動作クロック。立ち

上がりエッジでサン

プリング。 

- 

2 RESETN I リセット信号 - 

3 I_TX_EN I 
書き込みイネーブル

信号 SRAM 書き込

みアドレスチ

ャネル信号 
4 I_WADDR[2:0] I 

書き込みアドレス信

号 

5 I_WDATA[Data Length -1:0] I 書き込みデータ信号 

6 I_RX_EN I 
読み出しイネーブル

信号 SRAM 読み出

しアドレスチ

ャネル信号 
7 I_RADDR[2:0] I 

読み出しアドレス信

号 

8 O_RDATA[Data Length -1:0] O 読み出しデータ信号 

4.1.2 SPI側信号 

表 4-2 SPI側信号の定義 

番号 信号名 方向 説明 備考 

1 SCLK_MASTER 出力 シリアルクロック 

マスターモード 

2 SS_N_MASTER 出力 
スレーブ選択信号、アク

ティブLow 

3 MOSI_MASTER 出力 
マスター出力、スレーブ

入力 

4 MISO_MASTER 入力 
マスター入力、スレーブ

出力 
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5 SCLK_SLAVE 入力 シリアルクロック 

スレーブモード 

6 SS_N_SLAVE 入力 
スレーブ選択信号、アク

ティブLow 

7 MOSI_SLAVE 入力 
マスター出力、スレーブ

入力 

8 MISO_SLAVE 出力 
マスター入力、スレーブ

出力 

9 O_SPI_INT 出力 割り込み信号  

4.2 Gowin SPI Slave  
表 4-3 SPI Slave信号の定義 

番号 信号名 方向 説明 備考 

1 SCLK 入力 クロック信号 - 

2 SS 入力 スレーブ選択信号 - 

3 MOSI 入力 
マスター出力、ス

レーブ入力 
- 

4 MISO 出力 
マスター入力、ス

レーブ出力 
- 
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5パラメータの定義 

5.1 SPI Masterパラメータの定義 
表 5-1 SPI Masterパラメータ 

番号 名称 説明 値 

1 Master 

SPI をマスターモードまたはスレーブ

モードで動作するように指定 

0：スレーブモード 

1：マスターモード 

0/1 

2 Slave Number サポートできるスレーブの数を指定 1-32 

3 Data Length シリアルデータのビット幅を指定 8-32 

4 Shift Direction 

データの最上位ビット（MSB）と最下

位ビット（LSB）、どちを優先的に送信

するかを指定 

0：データのMSBを優先的に送信 

1：データの LSBを優先的に送信 

0/1 

5 Clock Phase 

SPIのクロック位相を指定 

0：データは SCLKの最初のエッジで有

効 

1：データは SCLKの 2番目のエッジで

有効 

0/1 

6 Clock Polarity 

SPIのクロック極性を指定 

0：SCLKはアクティブ High 

1：SCLKはアクティブ Low 

0/1 

7 Clkcnt Width 

クロックカウンターの範囲を指定。

SCLK のデータ幅を満たすのに十分な

ビット幅が必要。 

1-32 

8 Clock Sel 

I_CLK 分周により SCLK を生成するた

めに必要な分周係数を指定。 SCLKは

次の式で計算可能。 

SCLK= I_CLK/(2*(CLOCK_SEL+1)。 

0-2clkcnt
_width-1 

9 Delay Time 
SS_N信号がアサートされた後、データ

の最初のビットが送信される前に待機
0-63 
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番号 名称 説明 値 

する遅延時間を指定。待機する遅延時

間は、次の式で計算可能：Delay= 

DELAY_TIME *（SCLK period / 2） 

10 Interval Length 
SPI 転送要求後に SS_N 信号が待機す

る SCLKサイクルの数を指定します： 
0-63 

5.2 SPI Slaveパラメータの定義 
表 5-2 SPI Slaveパラメータ 

番号 名称 説明 値 備考 

1 Shift Direction 

データの最上位ビット（MSB）と

最下位ビット（LSB）、どちを優先

的に送信するかを指定： 

0：データのMSBを優先的に送信 

1：データの LSBを優先的に送信 

0/1 - 

2 Clock Phase 

SPIのクロック位相を指定： 

0：データは SCLKの最初のエッジ

で有効 

1：データは SCLKの 2番目のエッ

ジで有効 

0/1 - 

3 Clock Polarity 

SPIのクロック極性を指定： 

0：SCLKはアクティブ High 

1：SCLKはアクティブ Low 

0/1 - 

4 Data Length シリアルデータのビット幅を指定 8-32 - 
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6インターフェースの構成 

Gowinソフトウェアの IP Core Generatorを使用して、IPを呼び出して

構成できます。 

6.1 SPI MASTER IPコアの構成 GUI 

SPI MASTERの構成 GUIは、図 6-1に示すとおりです。 

図 6-1 SPI MASTERの構成 GUI 

 



6インターフェースの構成 
6.2 SPI Slaveリファレンスデザインのサンプルプロジェク

ト 
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6.2 SPI Slaveリファレンスデザインのサンプルプロジェク

ト 

Gowinソフトウェアを起動した後、“File> Open …” をクリックして、

“Open File”ダイアログボックスを開きます。必要なプロジェクトファイ

ル（*.gprj）を選択して、 プロジェクトを開きます(図 6-2)。 

注記： 

プロジェクトを開くには 3つの方法があります。他のプロジェクトを開く方法については、

『Gowinソフトウェア ユーザーガイド（SUG100）』を参照してください。 

図 6-2 SPI Slaveプロジェクトを開く 

 
 

6.3 bitstreamファイルの生成 

必要な制約の後、合成、配置配線を通じて、bitstreamファイルを生成し

ます。Gowinダウンロードケーブルを介して bitstreamファイルを開発ボ

ードまたはテストボードにダウンロードすると、テストインターフェース

によって通信状況が観測できます。 

 

http://cdn.gowinsemi.com.cn/SUG100J.pdf
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7リファレンスデザイン 

詳細については、GOWIN公式Webサイトの SPIリファレンスデザイン

を参照してください。 
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